
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トマト食べ比べプロジェクトを開催︕未来の産地方向を語る︕ 
ＪＡあいち海部トマト部会若手の会は、全国で評価の高い他産地のトマトを食べ比べながら、海部地区トマトの

これからについて意見交換を行いました。 
市場で選ばれるために大切な点については、「特徴のあるおいしいトマトを作りたい」という思いに加え、「多く

の消費者に手に取ってもらうには、品質の安定や規格のそろい、欠品の 
ない出荷も重要」といった声が挙がりました。 

また、10 年後、20 年後に若手生産者が産地の中心となっていくことを
見据え、「誰に食べてもらうトマトを作るのか」「海部地区の強みをどう生
かしていくのか」についても議論を深めました。 

都市部に近い立地や、これまで積み重ねてきた栽培技術を生かしなが
ら、収量向上や省力化、データ活用にも取り組み、これからも選ばれる産
地を目指していくことを確認しました。 

今後のトマト若手の会の活動に期待が寄せられます。 

普及センターNews No.223 

令和８年７月発行 

 近年は猛暑日が増え、作物の生育や作業環境への影響が顕在化しているため、農業改良普及課は生産者やＪＡ、
試験場と連携し高温対策を継続して推進しています。施設園芸では、遮光カーテンに加え、微粒ミストや夜冷、遮
光・遮熱剤の塗布などの併用が進んでおり、その中でも比較的低コストで導入可能な遮光・遮熱剤の塗布の取組が
拡大しています。 

イチゴでは、春先の高温対策として業者委託による遮光剤の塗布が行われ、日射量の約 30％低減により作業環境
の改善が確認されています。また、育苗期における育苗ベンチ上への遮光ネットの活用も普及が進んでいます。 

トマトでは、遮光・遮熱剤の塗布の取組に加え、加温機の送風機能を活用した外気導入の取組を一部農業者が検
討しており、昇温抑制や二酸化炭素の供給、蒸散促進などの効果が期待されています。 

鉢物では、遮熱効果の高い被覆資材の展張や遮光・遮熱剤の塗布、ミスト噴霧など 
高温の影響を軽減する技術の導入が進みつつあります。また、鉢の形状にも着目して 
スリット鉢を試用するなど、高温期の根傷みを防ぐ工夫を模索しています。 
 カラーでは、地下水のかけ流しに加え遮光資材の展張が行われています。 
また、一部の生産者で遮熱タイプの被覆資材が試験導入されており、農業改良普及課 
では効果の検証を支援しています。 

猛暑に負けない︕施設園芸で高温対策の取組が広がっています︕ 

イチゴ育苗での遮光ネットの活用 

有孔ダクトによるトマト 
株元の常時送風 

トマト食べ比べ時の様子 

施設屋根への遮光・遮熱剤の塗布 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【イネカメムシの適切な防除】 
イネカメムシは、他の斑点米カメムシ類よりも稲の生育段階が早い時

期に加害します。そのため、他の斑点米カメムシ類防除よりも早い時期
に薬剤散布する必要があります。薬剤は、当地域のイネカメムシに効果
の高い「スタークル※１」を散布してください。液剤を使用する場合は「出
穂期※2」に、粒剤を使用する場合は「出穂期 7 日前〜出穂期」に散布し
てください。また、散布後もイネカメムシの発生が続く場合は、１回目
の散布の 10 日後を目安に２回目の散布を検討してください。 

HP    Instagram       X 

役員の皆様 

よろしくお願いします 

愛知県立農業大学校は、農業後継者や農業の担い手を育成する２年間の専修学校です。 
広大な施設で実践的な農業を学ぶことができます。Ｕターン就農希望者も歓迎します。 

農 学 科：定員 100 名 
専 攻：鉢物・緑花木、切花、作物、果樹、露地野菜、施設野菜、酪農、養豚・養鶏 

イネカメムシは、令和５年に海部地域で大量に発生し、水稲の大幅な減収を
引き起こしました。令和６年、令和７年は多くのほ場で適切にイネカメムシ防
除が実施され、被害を抑えることができました。しかし、その被害の大きさか
ら依然として注意が必要な害虫ですので、本年産水稲においても適切な防除を
お願いします。 

イネカ メムシの適 切な防除を お願いしま す 

イネカメムシ(成虫) 

海部農業経営者の会 

会 長：三輪 明広（大治町） 
副会長：黒田 耕作（愛西市） 

海部青年農業士の会 

会 長：堀田 尚吾（愛西市） 
副会長：伊藤 博章（弥富市） 

農村生活アドバイザー協会 
海部支部 

支 部 長：川口 美保（愛西市） 
副支部長：加藤 晴美（愛西市） 

農村輝きネット・海部 

会 長：板谷 一惠（愛西市） 
副会長：加藤さゆみ（愛西市） 

海部営農受託協議会 

会 長：伊藤 一夫（愛西市） 

農業者 組織の役員 紹介 （ 敬 称 略 ）  

愛知県 立農業大学 校 令和９ 年度学生募 集 

【問い合わせ先】愛知県立農業大学校教育部学務科 
〒444-0802 岡崎市美合町字並松１‐２ ☎0564‐51‐1602 

詳しい情報は農大ＨＰから入手できます。 
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/noudai/ 

※1 登録情報は 2026 年 6
月 30 日の農薬登録情報提
供システムによる 
※2 出穂期：ほ場全体の茎
の半数から穂の先端が出
た状態 

試 験 区 分 出 願 期 間 試 験 日 
農業系高等学校後継者等 

特別推薦入学試験 令和 8 年 ９月 ８日(火) 〜  ９月 11 日(金) 令和 8 年９月 29 日(火) 
一般推薦入学試験 令和 8 年 ９月 29 日(火) 〜 10 月15 日(木) 令和 8 年10 月 30 日(金) 
一般入学一次試験 令和 8 年11 月 10 日(火) 〜  11 月25 日(水) 令和 8 年12 月8 日(火) 
一般入学二次試験 令和 9 年 １月  8 日(金) 〜  １月25 日(月) 令和 9 年２月 10 日(水) 

□ 農薬はラベルの記載に従って使用してください。 

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/noudai/

